
             

介護認定調査だより      (No.15)   
 

令和2年度も、日々ご多忙な中介護認定調査業務にご尽力いただきまして、誠にありがとうござ

いました。今年度最後の№15 では、「第 4群精神・行動障害の選択基準および留意点について」

と、これまでに発行した介護認定調査だよりを振り返ります。 

 

第 4群 精神・行動障害 とは  

 

「第 4群 精神・行動障害」は、被害的、昼夜逆転等の精神症状等や、介護に抵抗、物を壊したり、

衣類を破いたりする等の行動に関して調査を行う項目の群（グループ）である。 

この群の評価軸は、すべて有無となり、 

当該行動があったか、なかったかという事実が評価の基準となる。 

 

「精神・行動障害」とは、社会生活上、場面や目的からみて不適当な

行動の頻度を評価する項目である。 

したがって、不適当な行動が 

 

 

 

本項目は、実際の対応や介護の手間とは関係なく選択されるため、対象者へ

の対応や介護の手間の状況については、特記事項に頻度とともに記載し、

介護認定審査会の二次判定（介護の手間にかかる審査判定）の判断を仰ぐことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護認定 認定調査員テキスト 2009 改訂版（平成 30 年 4 月） P114～115 より 一部抜粋 

 

奈良市 介護福祉課審査係   令和 3 年 3 月 
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特記事項に記載する。 

手間 頻度 



 

●● これまで発行された 介護認定調査だより を振り返ってみましょう ●● 

 

No.1 令和 2 年 1 月 【調査員の役割と審査判定の手順】 

No.2 令和 2 年 2 月 【1-6 両足での立位保持】 

No.3 令和 2 年 3 月 【介助の方法で評価する調査項目の頻度】 

 

No.4 令和 2 年 4 月 【2-5 排尿 2-6 排便】 

  ● 排泄(2-5 排尿 2-6 排便)チェックシート 

No.5 令和 2 年 5 月 【BPSD 関連(1)】  

No.6 令和 2 年 6 月 【1-5 座位保持】 

No.7 令和 2 年 7 月 【2-4 食事摂取】 

No.8 令和 2 年 8 月 【隠れた介助】 

No.9 令和 2 年 9 月 【適切な介助】 

No.10 令和 2 年 10 月 【特別な医療】 

No.11 令和 2 年 11 月 【BPSD 関連(2)】  

  ● e ラーニング問題集【BPSD 関連】 

No.12 令和 2 年 12 月 【一次判定ロジックと認定調査票提出前の確認】 

No.13 令和 3 年 1 月 【認定調査の実施及び留意点】 

No.14 令和 3 年 2 月 【認定調査員向け e ラーニングシステムのご案内】 

 

● 詳細はホームページから、是非ご確認ください！ 

奈良市かいごふくしか 介護認定調査だより 

https://www.city.nara.lg.jp/site/kaigohoken/50068.html 

 

 

 

 

 

 

 

最新のテキストや、e ラーニングシステムのご利用は 

厚生労働省 要介護認定適正化事業  

http://nintei.net/       ホームページをご確認ください。  

今年度はコロナ禍により感染防止に大変ご尽力されながら認定調査業務

へのご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

まだ収束には至らず、引き続きご配慮をお願いすることとなりますが、

今後ともご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

だよりに出ていた問題を 

もういちど 

解いてみようかな 


